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シンポジウム「モンスーン・アジアの農業と

フード・セキュリティー」

企画調整部長 宮下 清貴

シンポジウム「モンスーン・アジアの農業と

フード・セキュリティー」が、米国アースポリ

シー研究所長レスターブラウン氏を基調講演者

として招き、2005年１１月３日、東京大学弥生

講堂において、農業環境技術研究所の主催、東

京大学大学院農学生命科学研究科、農学会、日

本環境財団、環境文化創造研究所の共催、国際

水田・水環境工学会（PAWEES）および日本農
学会の後援、ワールドウオッチ・ジャパンの企

画協力により開催されました。このシンポジウ

ムは、フード・セキュリティーが世界を脅かし

つつある中、モンスーン・アジアの農業の抱え

る問題や今後について明らかにし、サステイナ

ビリティーの達成に向けて、日本の農学・農業

技術の果たすべき役割、今後の課題等について

議論することを目的として開かれたものです。

基調講演でレスターブラウン氏は、多くの古

代文明はフード・セキュリティーで滅んだと切

り出し、現在、フードインセキュリティーが各

国の最大の懸念材料となりつつあると警鐘を鳴

らしました。食料生産に影響を及ぼす要因とし

て、砂漠化、水、土壌浸食、森林破壊、漁業資

源、熱波、それにハリケーン等がありますが、

水に関しては、温暖化により、山岳地帯の降雪

が減少し、代わりに大雨として降って洪水を引

き起こします。人間が飲み水として消費する水

は1日４ｌですが、食料として2,000ｌの水を消

費していることになります。即ち、1トンの食

料を生産するには5,000トンの水が必要であり、

食料生産にとって、水の確保が何よりも重要で

す。中国、インド、合衆国の3大穀物生産国で

地下水の低下が起こっており、地下水灌漑農業

の将来は予断を許さない状況です。その他、フ

ード・セキュリティーを巡る世界の問題点が紹

介されました。

問題解決のためには、グローバルな経済、中

でもエネルギー経済の再編成が必要であると氏

は言います。今後の動向の鍵を握るのは中国で

あり、中国がこのまま年８%の経済成長を続け

るとしたら、2031年には米国を追い越すことに

なります。中国が米国と同様な消費パターンを

とるとしたら、世界の穀物の２／３を消費し、

紙の消費量は現在の2倍、車の台数は11億台に

もなり、その結果、現在800万トンである水の

消費量は、9,900万トンにもなります。世界の

資源は限られており、米国のような使い捨て社

会は中国には通用しません。再生可能な、リユ

ース、リサイクル社会の実現が必須です。

化石エネルギーの消費量を半減することは可

能であると、氏は言います。ハイブリッドカー

プリウスで、深夜の余った電力を使って充電を

行うことで、さらに省エネが可能となります。

風力発電は技術開発により、さらに効率が良く

なっており、米国のカンサスやテキサスでは、

電力の半分を風力で賄うことが可能です。

不足しているのは、政策を変換して実行する

リーダーシップであり、このことなくしては飢

餓の脅威が世界を脅かすことになると結論し、

氏の講演は終わりました。

基調講演を受けて行われたパネルディスカッ

ションでは、上沢正志氏（農業環境技術研究

所）、川島博之氏（東京大学大学院農学生命科

学研究科)、新藤純子氏（農業環境技術研究所）、

根本圭介（東京大学アジア生物資源環境研究セ

ンター）、渡辺紹裕（人間文化研究機構総合地

球環境学研究所）の5人のパネラーがプレゼン

テーションを行い、アジアにおけるイネ生産や

水資源などの環境の現状と将来予測が紹介さ

れ、アジアにおける食料生産と環境問題に関連

する課題について、多角的に、活発な議論が行

われました。フロアからは、講演やテーマに関

連した質問・意見の他、レスターブラウン氏個

人に関する質問まで、時間を超過して数多く寄

せられました。シンポジウム終了後、ロビーで

著書の販売とサイン会が行われ、これまた長蛇

の列でした（表紙に写真）。

参加者は、研究機関、大学、行政部局、都道

府県、民間等、遠方からの人を含め、321名で

した。ご参加頂いた方々に御礼申し上げます。


